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中国・辛亥革命から八
O年
本学へ孫文関係史料寄託される
中国・南京の中山陵は辛亥革命さらに中国革命に命をかけた孫文の墳墓
。
その荘大で、原代の墳墓に勝る
とも劣らぬスケールに
、訪ねた人々は驚きの戸をあげ
るだろう
。
しかし、も
っと驚くのは、この墳墓が戦後、
中国政府と敵対関係にあった国民政府が建立し、祭ったままの形で今日なお手厚く温存され、多くの中国人が毎日参拝に訪れている
こ
とだ
。
そのことは、両政権
ともその成立 根底において 存在と役割を
十
分
に認めていることを示
し
ている
。
そ
れ
は今後
、イ
デオ
ロギー抜きの東アジアの近代史に いて、孫文 辛亥革命の位世づけが重要な研究対象 なることを十分確信させる
。
このような折、本学に対して
、
本学の生みの親とも
いうべき東亜同文書院の卒業生であり、昨年亡くなられた
山
田順造氏の御遺族から、この孫文にかかわる直
愛知大学文学部教綬
（理学博士
）
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写真： 青少年時代の山田兄弟
左から四郎 ・ 良政・純三郎 （年代不明）
接
・間接の多大の資料をご寄託いただいた
。
順造氏の父は山悶純
三
郎氏
で、純
三郎氏の兄が
山旧
良
政氏である
。
山岡良政氏は津軽藩弘前の出身
。
日比布会
社の上海支店勤務中に中国に設
立
されていた東亜同文
書院の前身の日消貿易研究所（一八九
O設立）で中国
を学ぶ学生速に感銘し、 国事情と中国語を学び、当時の中国の実態にふれた
。
そののち日本で孫文に会い
意気投合、書院 教授となって中・国へ再び渡った
。
そ写真・山田純三郎と孫文（1 91 1年12月21 日）
の翌年、辛亥革命の前哨戦的な
「恵州起義」として清朝
政府に対して初の戦いを挑んだ孫文の陣へ赴き、交戦中に戦死した
。
弟の純
三郎は兄の良政を頼り、書院の
一期生として入
学するが
、兄の死を
自の前にして
、兄の遺
志を継永し
、
孫文の側近として活蹄 た
。孫文の臨終に侍した峨一人
の日本人でもある
。
その
問、孫文は新
しい中華民国政
府
の大統領に就任、のち設との妥協でその座 護っている
。
このように山凹兄弟と孫文との関係は緊笹で、その結来、山田家には孫文およびその関係資料が多く残されることにな
った
。純
三郎氏は戦後帰国し日中関係維持に努
めつつ、
一九六
O年に八四歳で亡くなった
。
その子
三努である順造氏は、伯父と父の多くの遺品の
中で、その意志を継承し、中国革命資料館や中国留学生寄宿舎の建設をめざし、また、中国革命史の全貌を明らかにすべく史資料整理と収集を図ったが、そ 実現は困難となり、亡くなられる直前 そ すべてを愛知大学へ寄託された
。
寄託される意志決定のさいに、本学 大野
一石氏
（骨
院四六期生
）と東光住院村上武氏が果した役割について
は付記しておきたい
。また迫口叩の整理に苦労された阿部
弘氏
（書院卒）には心から感謝の立を表したい
。
寄託された遺品は
、孫
文直節の手紙
、写真
、
書
、メ
モ
、
順造氏が収集した膨大な資料ファイルと図書からなり新設されたばかりの中国研究科の学生諸君や中国留学生の手によって整理中
。
こ
の中か
ら孫文関係の研究者が育
つことを期待したい
。
整理中ではあるが
、展
示会も開催
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写真
・孫文から山田純三郎に鱒った書
された
。今回の寄託は、本学にと
って東亜同文書院の文
化遺産の継承にもなる
。書院卒業生の基金もふまえ、本
山町十に東亜同文骨院記念センターの発足をみた
。
なお
、このた
び山田兄弟と孫文の関わりを描いた
『仁
あり義あり
、心
は天下にあり
』
（朝日ソノラマ）
『院な
る日本人
」
（プレジデン
ト杜
）
が出版され参考になる
。
このコレクションの特徴は
、孫
文と親交のあった
山
由
良政
・純
三郎兄弟のうち純
三郎の
三男である山田順造氏
が、父の兄弟と孫文とのかかわりを解明し、その中で
当
然浮かび上
っ
てくる
当時の日中関係史にも光を照射すべ
く研究をすすめる目的に沿
って集められた点にある
。
したが
っ
て
、
まず目を見張るのは
、
その研究のために
収集された各種資史料頬が分類された膨大な数のファイルである
。
そこには関連論文や資料のほか
、
それらの拘
紋された雑誌、伝記類 手紙、講演資料
、
パンフレ
Y
ト、
報告書
、メ
モなどか整理され、志を半ばで折らざるをえ
なか
ったとはいえ、生前の順造氏がまとめようとされて
いたスケルトン（骨組み
）をうかがい知ることが可能な
ファイル群である
。
整理に当
っている若き中国研究科の
諸君に
と
って、順造氏の研究途上の生々しい姿 知るこ
と自体が、これらのファイル群の利用とともに大変な刺激になる
こ
とであろう
。
そのようなファイル群の中に収まりきらなか
った六
O
O点に達する多くの父兄弟の手紙が収蔵されている点もこのコレクションを側値あるも にしている
。
手紙は本
来私的なものであ
り
、子である順造氏ゆえに継承できた
もので、また私的であ
ったがためにそのほとんどは未公
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聞の、まさに生資料である。順造氏の父である純三郎氏は、孫文の側近であり、孫文ともかなり行動を共にしていたことから、孫文の同志遥からの孫文宛 手紙類も三六点あり その大半は五四運動（一九一九）以降、孫文が日本の中国政策に対しても客観視す ようになり、国共合作を実現した（一九二こ ち、第 回の国民党大会を開催した一九二四年 おける手紙であることは刺激的である。差出人である中国側の人物も多様 、当時の孫文をめぐる人的ネットワーク 分析も可能になろう。孫文の側近であった純三郎氏のもとへは、孫文のみならず胡漢民その他多くの中国の要人 手紙 届き純三郎氏経由で孫文へ伝えたい願望を込めた手紙も数く含まれている。また、戦後、台湾へ移った中国国民党の諸氏からの多くの手紙も目立ち、純三郎氏 問で日中間の協力や貿易発展を願う文面 かなり往復されたことをうかがわせる。そのほか、中国にい が中国の情勢を次々と自宅へ書き送っ 手紙も多くを数えこれらの生々しい内容は今後 日中間の関係資料として十分役立つはずである。その他、孫文、王兆銘、蒋介石、陣其美、戴天仇など中国の要人達、だけでなく、犬養木堂、近衛 磨、近衛文隆、頭山満など当時 日本 要人達の手にな 書や絵も約一
OO
点あまり寄託され、筆そのものも楽しませてく
れるほか 当時の孫文をめぐる大版の各種 モノクロ写真も数多く寄託され、数百冊 中国関係書 ともに、文字通り総合的 つ立体的 すぐれた の資史料となっいるといってよい。
今回寄託された資史料の整理については、大野一石氏のもとで中国研究科の藤森猛、佃隆一郎、柳麗艶、福井充の諸君が担当してくれた。お礼を申し上げつつ、その中から新たな研究が生み出されること 期待したい。なお、この寄託に当りご尽力いただいた東光書院の村上武氏から、このたび初の孫文全集ともいうべき「総理全集」（全五冊 一九三
O年、中国・民智書局刊）をご
寄贈いただいた。孫文研究の基礎文献として貴重である。山田家ともどもあわせて厚くお礼申し上げる。
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